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にしなくてもよい

第2表　覆土丑・降水鬼と薬害

48個体調査

＿M＿⊥毎二二室二

粘毎剤名r配量■降水量l　　′＿－＿．一．ヽ．／－．．＿＿ヽ

種 Cβ－IPC

枯死株毎存株

i■1万芸は月21底熟期

生　育
不良株

（％）肯揃押（％）∩覇

83

3．撒布時期について

C6－IPC・CMUはいずれの撒布期にも薬等がなかっ

た・PCP・DNBPでは生育期勉理のみに茎葉が枯れる

害が見られ，発芽揃から4菓期まで薬害の差がなかった．

播種期が異なる場合の3菓期撒布にも差がなかった．し

かもこれらの薬害は軽微で，実際的には問題にならない

63　ものであった・以上薬害から見たこれらの除草剤の撒布

至言　可軌時期は，播種期・生育Stageの両方から見て相当
46　巾のあるものである．

1日；言　　　第3表除草剤の撒布時期と薬害

；萱　除草剤撒布後10日日における葉の枯死部分の全案面
軌こ対するパーセント
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除草剤αJPCの撒布後の時期及び覆土の厚さが

小麦の発芽に及す影響について

工　藤　壮　六・藤　村　　忠

（岩　手　県　農　試）

ま　え　が　き 2菓期に反当成分丑で50～100gを全面土壌勉理を行う

ことに依って麦畑の手取り除草を著しく省略することが

麦翫対する除草剤の使用法に関する試験吼195締　出来るが・注意しなければならないことは発芽降車の発

以降実施しておるがその楓一応C膵Cを実用化し　生で－これは撒布当時の降雨溜土の厚さ・撒布畳・土

195時より普及段階に凱た・すなわち播種直後または　額の柳等に関係する・本試験はCβ－IPCの撒布後の降雨
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の時期と覆土の厚さが小麦の発芽に如何なる関係がある

かを検知し，発芽障害除去の資料を得ようとしで試験し

た結見　これ等の関係をある程度明にし得たので報告し

参考に供したい．

1．試験方法の概要

1．供試品種　ナソブコムギ

2．供試除草剤　CβJPC

3．供託条件

転器星野潮L
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備考　数字は試験の付号を示す．
①　撒布盈　反当酸量100g
㊥　降雨量（如霞で清水）10mm（自然降雨の

障害をさけるため10月8日から15日まで高
さ6尺のテントを張った）．

⑨　播種法5×5cmlO列　50粒播種

4．一区両統及び区制1区0．25坪　4区制　乱現法

5．播種期　10月8日

2．試験結果

1．発芽状況並びに越冬前正常株歩合

第　1　表　（4区平均値）
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発芽数分散分析表　（10月19日）

分　　散　　比
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上表に見られるように無処理区の発芽の速さは覆土の

うすい程早まっているが，除草剤撒布区の場合はこれを

逆に覆土の厚い区程発芽が早く且つ良好である・これは

覆土のうすい区はCβ・lPCの薬害をうけ，芽が百合板状に

肥大し未発芽のままになっているためである．特に覆土

1cm区は発芽が極めて悪く僅か10～30％の発芽歩合を示

したに過ぎず，且つまた発芽後枯死するものが多く．正常

株歩合は夜めて少い．覆土2cm区は発芽は棉々良く60～

80％の発芽歩合を示し，また発芽後枯死したものも若干

あったがCかIPCの薬害は精々少くなる．覆土3cm区は

薬害は若干発生したが，回復も早く無撒布区と大差ない・

次に降雨日と薬事との関係では覆土のうすい場合は，

降雨日の早い程，発芽障害を多売する傭向にあるが，覆

土が厚い場合は除草剤撒布後の降雨の遅速は発芽に余り

影響を及ぼさない．

なお越冬前の生育調査に依れば正常株の草丈は覆土の

厚い区程高く，覆土のうすい区は低い傾向にあったが・

これは本年度は積雪量が少く，寒害の影響が産土のうす

い区に多かったためと思われる．茎数は区間に大差がな

かった．

被害株の草丈・茎数は正常株と同一瞭向にあったが，

絶体量は著しく劣った．

2．薬害の種類

発芽の際に薬害の形態として発現するものは次のよう

なものを挙げることが出来る．

1）芽が百合状になって発育しないもの

被害程度　甚～大

2）芽が地際より屈曲して発育するもの

被害捏慶　大～中程度

3）葉緑素の欠乏著しく黄変しているもの

被害程度　中

4）棄巾が正常に比較して肥大しているもの

被害程度　中～大

5）全案が蚊線になって発育するもの

被害程度　大～甚

6）葉の先端が螺線状になって発育するもの

敏幸程度　大～中

7）葉の部分の変色の多いもの

薬害は少である．程なく回復する・

8）菓先の巾が正常葉に比較して広くなっているもの

薬害は　稗々大～中

9）葉の捻転の著しいもの

薬害　中

10）葉色が一般に濃緑なもの
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薬害　精々大

11）葉の先端が分れているもの
薬害　中～小

3．薬害の種類別発生割合

2　　　　表 （4区平均値）

l

lJ　二　一、二！

l

l

第2表に見られるように薬害は11の形態が観察される

が薬害の中では特に9・2・1・7の型のものが多く，その

他の桂折の薬害の発生は少い．また覆土がうすい場合の

薬害の種類は百合板状・屈曲・捻転の型が多かった．

要するに麦の播種にあたり覆土を厚くすることによっ

て撒布後の降雨が何時あっても発芽障尊を軽減すること

が出来る・従って00JPCの播種直後全面土壌処理の場

合3cm程度の覆土を行えば安全である．

薬剤によるムギキカラバ工の防除

平　尾　重太郎・長谷川　　　勉

（東北農試栽培第1部）・（秋田県農試）

1956年に発見されたムギ車力ラバェ（CmOROPSSP．）は

秋田県の日本海沿いの一帯に分布し，主にコムギを加害

するキモダリバェ科害虫の1種である．著者らは本種の

生態と防除に関する研究を行っているが，それらの一部

はすでに報告したl）．ここでは1957・58年に防除試験の

一部として行った散布時期と効果比較試験の結果をとり

まとめた．

この試験は秋田県天王経営伝習魚粉こおいて行ったも

ので，試験の遂行に御協力を賜わった岡場須藤技師，秋

田虔試佐竹義惇氏に厚く御礼を申し上げる．

1．試　験　方　法

最も効果のある薬剤の散布日を知るために，1958年第

1化期成虫の羽化初期に当る5月9日から6月2日まで

3日ごとに産卵数を調べた．調査したのは長さ3mの睦

で仁数え終った卵はこれをかき落して同一卵を2度数え

ないようにした・各産卵調査日にはディルドリン4％粉

剤を撒布して，産卵消長と防除効果とを比較検討した．

さらに，薬剤の効果を比較するためにそれぞれ第1・2

化期の産卵最盛期に当る5月21日・9月28日に1回ずつ

5種籾の粉剤をミゼットダスターを用いて，反当り3kg
の割合で散布した．

1区は5坪で3区制の乱現法に配置した．用いたコム

ギは晩生種の砂系1号で，9月10日に畦巾を60cmとし

て散播した・その他の耕種法は同場の基準に従った．

2．結果と考察

播種後コムギは1週間で発芽し，薬害や他の病書虫の


